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はじめに 
本報告書は、千葉大学大学院人文社会科学研究科のプロジェクト「流動化する社会と紐
帯」の研究成果をまとめたものである。研究メンバーは、前頁に紹介している執筆者に４
名を加えたメンバーから構成される大所帯となっている。社会学を専門とする大学院生と
教員が多いが、目次をご覧いただければおわかりのように、テーマにはかなり幅があり、
歴史学、文学、哲学等の関連領域をも含んでいて、広がりのあるプロジェクトになった。
プロジェクトは、それぞれ自身のテーマに従って調査・研究を進め、研究会において報告
し、論文を執筆するという形で進めた。 
「流動化する社会と紐帯」というテーマは、現代社会における共同性について、社会変
動の諸相から、そこにある問題の所在を見極め、社会関係や共同性を捉えるという問題意
識のもとに設定されている。参加者の専門領域はそれぞれ異なっているが、それぞれの専
門からの切り口でこの問題にアプローチしている。対象でいうと、たとえば地域や家族、
教育、若者の社会関係がテーマとなっており、支援、ネットワーク、社会関係資本、共感
等の切り口によってそれらが分析される。 
また今回は、現代社会が流動化しているという観点から大きなテーマ設定をしたが、昔
は安定社会であったものが流動化したといったような単純な問題設定をしているのではな
い。長期的視野にたったとき、このような直線的な変動観は素朴に過ぎる。現代の流動化
の議論は、日本の文脈でいえば、失われた 10 年、20 年といわれて以降の雇用の流動化等
が背景にあるが、もっと時間を遡れば、社会の流動化は今日に限ったことではない。いつ
の時代にも多かれ少なかれ、社会や家族等に対する危機意識は存在したとみるべきで、そ
の時点ごとに何が問題となっていたのか、それは今日とどのように異なっているのかを問
うことが重要である。 
本プロジェクトの問いは、一方向的な社会変動を捉えることにはなく、むしろ社会変化
の過程に見られる変化を個別に分析し、その時々の社会認識や共同性をめぐる意識および
制度がかかえる問題を捉えるところにある。 
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